
「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したもので

す。思考スキルは、特定の問題に限らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。問

題につまずいたときには、思考スキル着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合えばよ

いのか、どのように考え進めればよいのか、…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。問題に取

り組むとき、活用してみましょう。 

 

思考スキル 

○情報
じょうほう

を獲得
かくとく

する                       ○一般化する 

 ・問題文から情報や問題の条件を正しくとらえる         ・具体的な事例から、他の状況にもあて 

・図やグラフなどから情報を正しくとらえる            はまるような式を導き出す 

                                 ・具体的な事例から、規則やきまりを 

○再現する                            とらえて活用する 

 ・計算を正しく行う 

 ・問題の指示通りの操作
そ う さ

を正しく行う             ○視点
し て ん

を変える 

                               ・図形を別の視点で見る 

○調べる                                                        ・立体を平面的にとらえる 

  ・方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全て探し出す    ・多角的な視点で対象をとらえる 

  ・書き出すことを通じて、法則を発見する 

                               ○特定の状況を仮定する 

○順序立てて変化をとらえる                          ・極端
きょくたん

な場合を想定して考える（もし全て 

・変化する状 況
じょうきょう

を時系列で明らかにする             □□なら、もし□□がなければ、…など） 

・複雑な状況を要素ごとに筋道
すじみち

立てて明らかにする         ・不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなしたり                  

・前問が後に続く問いの手がかりとなっていることを見ぬく     して全体をとらえる 

                                ・複数のものが移動するとき、特定のもの 

○特徴的
とくちょうてき

な部分に注目する                     だけを移動させて状況をとらえる 

・等しい部分に注目する                    ・具体的な数をあてはめて考える 

 ・変化しないものに注目する                   ・解答の範囲
は ん い

や大きさの見当をつける 

・際立った部分（計算式の数、素数、約数、平方数、…など） 

 に注目する 

・和、差や倍数関係に注目する 

・対称性
たいしょうせい

に注目する 

・規則や周期に注目する 

 

 

 

 

 

 



思考スキル 

○知識                            ○具体化 

 ・情報を手がかりとして、持っている知識を想起する     ・文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心情 

・想起した知識を正しく運用する               を取り出す 

                              ・ある特徴
とくちょう

を持つものを示す 

○理由 

 ・筆者の意見や判断の根拠
こんきょ

を示す             ○抽象化
ちゅうしょうか

 

 ・ある出来事の原因、結果となることを示す         ・個々の事例から具体的な要素を除いて形式化 

・現象の背後
は い ご

にあることを明らかにする            する 

・個々の事例から共通する要素を取り出して 

○置換
ち か ん

                            まとめる 

  ・問いを別の形で言い表す 

  ・問題の状 況
じょうきょう

を図表などに表す             ○関係 

・未知のものを自分が知っている形で表す          ・文章どうしのつながりをとらえる 

・具体的な数と比を自由に行き来する            ・部分と全体のそれぞれが互
たが

いに与えあう影響
えいきょう

 

                              に目を向ける 

○比較
ひ か く

                           ・ある目的のための手段
しゅだん

となることを見つけ出す 

 ・多角的な視点
し て ん

で複数のことがらを比べる 

・複数のことがらの共通点を見つけ出す                   ○推論
すいろん

 

 ・複数のことがらの差異
さ い

を明確にする               ・情報をもとに、先の変化を予測する 

                                       ・文章から、筆者の考えを論理的に導き出す 

○分類 

 ・個々の要素によって、特定のまとまりに分ける       ○類推 

・共通点、相違点
そういてん

に着目して、情報を切り分けていく     ・情報を活用して、さらに別の情報を引き出す 

                             ・個々の共通点から、特定の事象を導き出す 

                           ・要素間の意味をとらえ、情報を補
おぎな

う 

 



配点 思考 問題名 正答率

4 ② 2 A1 ことばの知識 94.4

4 ⑤ 2 A1 ことばの知識 93.2

4 ④ 2 A1 ことばの知識 91.8

1 問1 5 B1 物語文・小説の読解 91.4

4 ① 2 A1 ことばの知識 89.5

1 問2 A 3 A1 ことわざ・慣用句 85.0

4 ③ 2 A1 ことばの知識 84.4

3 ② 2 A1 ことばのきまり 80.9

1 問6 5 A1 ことわざ・慣用句 78.6

5 ⑩ 2 A1 漢字の書きとり 76.9

3 ③ 2 A1 ことばのきまり 76.2

3 ④ 2 A1 ことばのきまり 76.0

3 ① 2 A1 ことばのきまり 72.6

1 問7 7 B2 物語文・小説の読解 72.1

5 ③ 2 A1 漢字の書きとり 71.7

5 ⑥ 2 A1 漢字の書きとり 71.3

3 ⑤ 2 A1 ことばのきまり 70.1

2 問6 2 3 A2 論説・説明文の読解 69.8

1 問5 3 4 B1 物語文・小説の読解 66.0

5 ⑦ 2 A1 漢字の書きとり 65.8

1 問9 5 B1 物語文・小説の読解 65.7

1 問5 2 4 B1 物語文・小説の読解 65.5

1 問5 1 4 B1 物語文・小説の読解 64.2

5 ② 2 A1 漢字の書きとり 64.0

1 問4 5 B1 物語文・小説の読解 61.2

2 問6 1 3 A2 論説・説明文の読解 59.9

1 問2 B 3 A1 ことわざ・慣用句 58.7

2 問8 ⑦ 3 B1 論説・説明文の読解 58.2

1 問10 5 B1 物語文・小説の読解 58.1

5 ⑧ 2 A1 漢字の書きとり 55.6

5 ① 2 A1 漢字の書きとり 54.4

2 問4 5 B1 論説・説明文の読解 53.9

2 問2 5 A2 論説・説明文の読解 47.9

1 問8 5 B1 物語文・小説の読解 46.2

2 問3 5 B1 論説・説明文の読解 45.6

1 問3 5 B1 物語文・小説の読解 44.3

5 ⑨ 2 A1 漢字の書きとり 44.0

2 問7 5 B1 論説・説明文の読解 42.6

2 問5 5 B1 論説・説明文の読解 42.5

5 ⑤ 2 A1 漢字の書きとり 42.1

2 問6 3 3 A2 論説・説明文の読解 38.1

2 問8 ⑧ 3 B1 論説・説明文の読解 34.5

2 問9 5 B1 論説・説明文の読解 31.4

5 ④ 2 A1 漢字の書きとり 31.3

2 問1 5 B1 論説・説明文の読解 28.2

問題番号

２０１９年度 第１回小６統一合判 国語 

偏差値５上げる！ この１問  

 

２ 論説・説明文 大江健三郎「『新しい人』の方へ」 

問九 筆者はなぜ本をゆっくり読むことが大切だと考え 

ているのですか。最も適当なものを次から一つ選び、 

記号で答えなさい。 

ア 子供のころに本を読む習慣がなかった人でも、ゆ 

っくり確実に本を読むことを心がけて努力すればそ   

のうちに速読ができるようになり、たくさんの本を   

読むことができるから。 

 イ ゆっくり本を読もうとすることは、途中でものご 

  とを投げ出さない忍
にん

耐力
たいりょく

を養うのに大変役立つもの 

  であり、そういった力は子供の時にこそ身に付ける 

  べきであるから。 

 ウ なかなか内容をつかめない難しい本もゆっくり読 

  み進めれば理解できるものであり、ゆっくり読み続 

  ける力をきたえておけば、そのような本を読み進め 

  たいと思ったときに役立つから。 

 エ ゆっくり読むほかに内容を理解することのできな 

い本は、早く読み進められる本よりも大切なことが 

書いてあり、そのような本こそ自分の一生を決める 

ような本になりうるから。 

  

 

 

筆者の意見の根拠
こんきょ

を本文の表現から判断する問題です

(理由)。この作品のテーマでもある「本をゆっくり読む」

ことで得られる効果がどこに書かれているのかに着目し

ます。すると、「本をゆっくり読むための自己訓練は、本

当に読みたい本が、ゆっくり読まなければ内容をつかめ

ない場合に必要になります」という箇所
か し ょ

が見つかります。

これとほぼ同じ内容が、選択肢
せ ん た く し

ウになります。 

ア「ゆっくり確実に本を読むことを心がけて努力すれ

ばそのうちに速読ができるようになり･･･」とはどこにも

書かれていません。 

イ「忍耐力を養うのに大変役立つ」のはゆっくり本を

読むことではなく、赤線をたよりに「二度読むことで忍

耐力が訓練される」と本文に書かれているので誤りです。 

エ「早く読み進められる本よりも大切なことが書いて

あり」とはどこにも書かれていませんのでこれも誤りで

す。 

このように×の選択肢の根拠も本文から読み取ること

ができれば、より確実な正解を導き出すことができます。    

思考コード：Ｂ１   

思考スキル：理由 



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

食塩 12g 4g ― ― ―

水 ― ― 76g 80g 68g

 

配点 思考 問題名 正答率

3 (1) 5 A1 時計算 95.0

1 (1) 5 A1 計算 86.8

1 (4) 5 A2 計算 75.5

1 (5) 5 A2 計算 75.4

1 (3) 5 A1 計算 71.7

1 (2) 5 A2 計算 71.3

6 (1) 5 B1 倍数と約数 67.7

2 (1) 5 A1 数字の順列 63.5

8 (1) 5 B1 平面図形の角度と面積 63.5

2 (3) 5 A2 集合算 57.2

2 (4) 5 A1 仕事算 56.6

5 (1) 5 A2 食塩水の濃度 53.2

2 (5) 5 B1 年齢算 50.4

2 (2) 5 A2 規則性 50.3

5 (2) 5 B1 食塩水の濃度 49 .1

4 (1) 5 B1 円の面積と弧の長さ 46.1

1 (6) 5 A1 計算 45.5

5 (3) 5 B2 食塩水の濃度 39 .2

2 (6) 5 A2 体積 34.3

3 (3) 5 A2 時計算 28.3

2 (7) 5 A2 表面積 25.2

3 (2) 5 A2 時計算 22.4

4 (2) 5 B1 円の面積と弧の長さ 21.1

7 (1) 5 B1 通過算 15.1

6 (2) 5 B2 倍数と約数 6.3

8 (2) 5 B2 平面図形の角度と面積 3.8

7 (2) 5 B2 通過算 2.6

7 (3) 5 B2 通過算 2.1

6 (3) 5 B2 倍数と約数 0.8

8 (3) 5 B2 平面図形の角度と面積 0.1

算数
問題番号

２０１９年度 第１回小６統一合判 算数 

偏差値５上げる！ この１問  

 

５ 食塩水の濃度
の う ど

 

5つの容器Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅがあります。Ａには食塩

12ｇ、Ｂには食塩 4ｇ、Ｃには水 76ｇ、Ｄには水 80ｇ、Ｅ

には水 68ｇがそれぞれ入っています。 

(2) Ａと ア の２つの容器の中身をすべて混ぜると、 

  15％の食塩水ができます。 ア にあてはまる容器 

  の名前をＡ～Ｅの記号で 1つ答えなさい。 

まず、「Ａと ア の 2つの容器の中身をすべて混ぜる 

と、15％の食塩水ができます」に着目します。この情報か 

ら、「Ａと混ぜたのは水が入っている容器Ｃ、Ｄ、Ｅのど 

れかである」と言い換
か

えることができます。 

 Ａ(食塩 15g) ＋ 水 ＝ 15％の食塩水 

15％の食塩水にふくまれる食塩の重さはＡの食塩の 

重さになりますので、水の重さを求めることができます。 

 

(3)  イ 以外の 4つの容器の中身をすべて混ぜると、 

 10％の食塩水ができます。 イ にあてはまる容器の 

 名前をＡ～Ｅの記号で 1つ答えなさい。 

 

 

 

 

まず、「 イ 以外の 4つの容器の中身をすべて混ぜる 

と、10％の食塩水ができます」に着目します。ここから、 

「食塩だけが入っているＡ、Ｂ」のどちらか 1つ、または、 

「水だけが入っているＣ、Ｄ、Ｅ」のどれか 1つだけ混ぜ 

ないと言い換えることができます。 

そこで、次の①、②の場合を調べます。 

① 食塩だけのＡ、Ｂのどちらか 1 つを混ぜない 

② 水だけのＣ、Ｄ、Ｅのどれか 1 つを混ぜない 

  ①なら、Ｃ、Ｄ、Ｅはすべて混ぜることになり、②なら、 

Ａ、Ｂはすべて混ぜることになります。 

 

 

 

このとき、10％の食塩水にふくまれる「水の重さ」とい  

う特徴的な部分に注目することで、答えを求めることがで  

きます。 

思考コード：Ｂ１ 

思考スキル：情報を獲得する・調べる 

思考コード：Ｂ２   

思考スキル：情報を獲得する・調べる 

・特徴的な部分に注目する 



２０１９年度 第１回小６統一合判 理科 

偏差値５上げる！ この１問  

 

１ ヒトの体のつくりについて 

(6) 成人の体内には、体重の
�

��
に相当する量の血液 

  があるといわれています。ゆうき君のお父さんの 

  体重は 65 kg で、運動をしていないときの心拍数
しんぱくすう

 

  をはかると 1分間に 60回でした。また、成人男性 

  の心臓
しんぞう

が１回の拍動
はくどう

で送り出す血液の体積は 70 mL 

  です。このとき、お父さんの血液が全身を一周して、 

  再び心臓にもどるまでの時間は何秒になりますか。 

  小数第 1位を四捨五入
ししゃごにゅう

して整数で答えなさい。なお、 

  1Lの血液は 1 kg であるものとします。 

 「お父さんの体内にある量の血液が心臓から送り出される」 

＝「血液が全身を一周して再び心臓にもどってくる」ということ 

をつかみ( 抽象化 )、問題文に示されている数値を、単位に気を 

つけながら変換
へんかん

していき、目的の数値へと導いていく( 置換  )  

ことがこの問題の考え方のポイントです。このことを意識して、 

以下の解説を確認
かくにん

してみましょう。 

 体重が65kgのお父さんの体内にある血液の重さは、

65×
�

��
＝5(kg)で、重さが1kgの血液の体積は1L(＝ 

1000mL）であることから、お父さんの体内には5000 

mLの血液があるとわかります。一方、お父さんの運 

動をしていないとき(安静時)の心拍数は1分間(＝60 

秒)に60回なので、1秒あたり1回拍動していることに 

なります。1回の拍動で心臓が送り出す血液の体積が 

70mLで、お父さんの体内にある5000mLの血液すべて 

を心臓から送り出せば、血液が全身を一周して再び 

心臓にもどってくることになるので、これにかかる 

時間は、5000÷70＝71.4…(秒)と求められます。 

問題文の指示に従って小数第1位を四捨五入して、 

答えは71秒となります。 

 

 

 

 

 

 

 

思考コード：Ｂ１ 

思考スキル：抽 象
ちゅうしょう

化
か

・置換
ち か ん

 

 

配点 思考 問題名 正答率

2 (6) 3 A2 電磁石の強さ 82.6

4 (5) 3 A1 星の色が違って見える理由 82.1

2 (1) 3 A1 かん電池の直列つなぎ 81.1

2 (2) 3 A2 電磁石の極 75.7

3 (2) 3 A1 空気中の酸素の割合 72.8

1 (5) ② 3 A2 動脈の特ちょう 69.5

1 (5) ① 3 A2 静脈の特ちょう 69.1

2 (5) 3 A2 電磁石の極 65.3

3 (1) 3 A1 メスシリンダー 61.7

4 (2) 3 A1 北斗七星 58.1

3 (3) A 3 A2 酸素の発生 57.2

3 (3) B 3 A2 酸素の発生 54.7

1 (1) 3 A1 左心室 51.7

4 (3) C 2 A2 星座早見にえがかれた方角 50.5

4 (3) D 2 A2 星座早見にえがかれた方角 48.2

1 (3) 3 A1 弁 47.5

4 (7) 3 A2 星座早見にえがかれない天体 40.7

2 (3) 3 A2 電磁石と方位磁針 40.3

1 (2) 3 A1 肺動脈 36.2

4 (1) 3 A1 北極星をふくむ星座 35.7

4 (4) ① 3 A1 １等星の名前 34.5

4 (4) ② 3 A1 １等星の名前 34.4

1 (4) 3 A2 肺動脈を流れる血液 34.1

3 (7) 3 A2 酸素の発生のし方 32.8

4 (6) 向き 3 B1 星座早見の使い方 32.7

3 (4) 3 A2 酸素の性質 32.1

3 (6) 3 A2 酸素の発生のし方 31.7

4 (6) 角度 3 B1 星座早見の使い方 31.4

3 (5) 3 B1 酸素の発生量のグラフ 23.7

4 (4) ③ 3 A1 １等星の名前 23.5

3 (8) 1つめ 3 B2 アンモニアの性質 23.3

3 (8) 2つめ 3 B2 アンモニアの性質 13.4

1 (6) 3 B1 血液が体内を１周する時間 11.6

2 (4) 3 A2 電流計の読み取り 6.2

問題番号



 

配点 思考 問題名 正答率

3 問2 2 A1 鎌倉時代 73.5

1 問3 2 A2 日本の地理 70.4

3 問10 2 A1 鎌倉時代 65.5

3 問9 2 A2 鎌倉時代 64.2

2 問9 2 A1 日本の工業 63.9

3 問5 2 A1 鎌倉時代 61.1

2 問1 2 A2 日本の工業 60.8

3 問12 2 A1 鎌倉時代 60.6

2 問2 2 B1 日本の工業 60.1

4 問6 2 B1 室町時代 56.8

3 問8 2 A2 鎌倉時代 52.7

2 問4 2 A2 日本の工業 52.2

3 問6 2 A2 鎌倉時代 52.0

4 問8 2 A1 室町時代 47.4

4 問4 2 A2 室町時代 46.4

4 問10 2 A2 室町時代 45.9

3 問1 2 A2 鎌倉時代 44.5

4 問7 (1) 2 A2 室町時代 44.3

4 問12 2 B1 室町時代 44.2

1 問4 2 A2 日本の地理 43.8

2 問10 2 A1 日本の工業 43.1

4 問7 (2) 2 A2 室町時代 40.0

2 問7 2 A2 日本の工業 39.8

3 問11 2 A1 鎌倉時代 39.4

2 問3 2 A2 日本の工業 37.9

1 問7 2 A2 日本の地理 36.4

2 問8 2 A1 日本の工業 35.1

1 問1 2 A2 日本の地理 34.0

4 問5 2 A2 室町時代 33.0

3 問7 2 A2 鎌倉時代 32.2

3 問4 2 A1 鎌倉時代 30.3

1 問8 2 A2 日本の地理 30.1

2 問12 2 A2 日本の工業 28.6

2 問5 3 B1 日本の工業 27.9

3 問3 2 A1 鎌倉時代 25.6

4 問3 2 A1 室町時代 25.6

4 問9 3 A2 室町時代 24.6

2 問11 2 A1 日本の工業 23.8

1 問2 2 A2 日本の地理 23.1

4 問1 2 A2 室町時代 23.0

1 問6 2 A2 日本の地理 22.6

4 問2 4 B2 室町時代 20.4

1 問5 2 A2 日本の地理 19.6

2 問6 4 B2 日本の工業 14.1

3 問13 2 A1 鎌倉時代 8.1

4 問11 4 B2 室町時代 6.0

問題番号

２０１９年度 第１回小６統一合判 社会 

偏差値５上げる！ この１問  

 

４ 年表中の１５８７年⑭バテレン追放令より 

問11 下線⑭の命令の概
がい

要
よう

は以下のようなものだったが、

実際には徹
てっ

底
てい

させることができなかったとされて

います。その理由を、条文の内容を参考に説明しな

さい。条文は意訳し現代語に直してあります。 

 

（条文） 

・・・キリスト教はよくない教えのため、それを伝え

広めるのは許しがたいことである。 

・・・よって宣教師たちを日本の地にとどめておくこ

とはできない。今日から２０日以内に帰国するよ

うに。 

・・・南蛮
なんばん

（※１）の貿易船については、商売のことで

あるから特別に取
と

り扱
あつか

う。今後ともいろいろ売

買するようにせよ。 

・・・仏教を妨害しない南蛮人の来航は、商人でなく

ても認める。 

※１：主としてポルトガルやスペインのこと。 

 

条文からバテレン追放令の内容を推論します。この命

令はキリスト教を邪宗
じゃしゅう

とし宣教師（バテレン）の 20 日

以内の国外退去を命じたものですが、貿易については従

来通り奨励
しょうれい

しました。バテレンとは厳密には正式に認

められた司祭のことですが、日本では商人を含
ふく

むキリシ

タン指導者一般
いっぱん

のことも指します。商人でありながらキ

リスト教の教えを伝え広める南蛮人もいたということ

です。キリシタン指導者だけを国外に追放して貿易を続

けることはできませんので、黙認
もくにん

するしかなかったので

す。これが不徹底
ふて ってい

だった理由となります。 

 

思考コード：Ｂ２ 

思考スキル：知識・理由・推論 
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